
 

 

 
                  第３号  

「輝け高鍋高校！」～地域自慢の学校作りプロジェクト～ 
 

 

 

 6 月 27日～30日の4日間、期末テストがありました。昼休みや放課後、校内のあちらこち 

らで、テストに向けて精一杯勉強する姿が見られました。職員室前の「伸びる机」も大人気でし 

た。期末テスト終了後はすぐにベネッセ総合学力テストも行われ、慌ただしい日々でしたが、い 

よいよ1学期の終業式を迎えようとしています。テスト前以上にテスト後は大切な時間です。鍋 

高生は今、テストで間違えたり分からなかったりした問題とじっくり向き合い、自分の力を伸ば 

すときだと前向きにとらえて学習を続けています。こうした過程を経て、着実に学力を身に付けていくのです。今後

の成長に期待したいところです。 

ところで、テスト最終日の 6 月 30 日、表彰式並びに上位大会や各種大会の壮行式が行われました。コロナ禍でな

かなか思うように活動できていなかった応援団によるエールもあり、力強い応援歌でエールを送りました。 

輝け！高鍋高校！伸びよ鍋高生！！ 

     
多数の生徒が表彰されました。 野球部は甲子園予選に向けて決意表明     応援団のエール 

  

 全国高校放送コンテストに出場決定！！ 

 

私たち放送部は3年生1名、2年生5名、1年生2名の部員8名で6月に行 

われた第69回NHK杯全国高校放送コンテスト宮崎県予選に出場しました。今回 

の大会は3年生にとっては最後の大会となり、私自身部長として最後の活動となり 

ました。今回の大会はコロナ禍の中、久々の対面での審査となったことで、ほとん 

どの生徒が審査委員の前で初めて読みを披露することになりました。その中で2年 

生の黒木陽奈子さん（広瀬中）が朗読部門 4 位入賞を果たしたことは部長としてもとてもうれしかったです。また、

テレビドキュメント部門では、本校JRC部と日本赤十字血液センターとの取り組みを映像化した作品が3位入賞し、

7 月に東京渋谷 NHK ホールで行われる全国大会への出場の権利を獲得することができました。限られた活動の中で

様々な工夫を凝らしながら作品作りに向き合ってきたことが実を結んだ形となりました。これで、3 年生である私は

引退となりますが、私たちがつないできた放送部の伝統をこれからも大切にしながら活動していってほしいと願って

います。                             放送部部長 3 年 岩切温慈（高鍋東中） 
 

 

「ただただ救うことを続ける」 

 

本校のＪＲＣ（青少年赤十字）部は、現在 12 人の部員とともに週 2 回の活動と、休日を利用した定期的なボラン

ティア活動を行っている。「救うことを託されている」このかっこいいフレーズは日本赤十字社のスローガンだ。昨

年度は高鍋町社会福祉協議会と連携して災害ボランティア読本『サイボラ』を発行し、平和学習ではテレビ局の取材

を受け、献血推進による日本赤十字社血液センターからの表彰状の授与など、赤十字の７原則や活動内容に沿って、

日赤はもとより地域と連携しながら命を救うさまざまな活動をしてきた。今年度も下写真の活動を連携してすでに開

始している。明るく心優しい素直なＪＲＣ部員たちと今年度も、救うことを続ける！       顧問 渡辺幸一 

 

 

 

 

 

 

 

 

高鍋手話サークルの手話講習    日赤と献血・献血推進活動      高鍋社協による防災食講座 

 
   べこぴ 

1学期期末テストがありました テスト後が大事だべこ～！ 

放送部 

 

JRC 部 



 

セブンズ県大会を終えて 

ラグビー部主将 中津留真ノ介（3年 本郷中） 

 

４月２４日から小丸川河川敷広場で七人制ラグビー大会が行われました。高鍋 

は二回戦からの出場で、相手は県西南合同チームでした。大会が一ヶ月ほど延期 

となり、直前に高校総体などもあって日程的に難しい中での試合でした。決勝戦 

では、部員代表の１５名全員が自らやるべきことを全うし、勝ち抜くことができ 

ました。雨の中での試合で、思うように動けず、歯がゆい思いもしましたが、高 

鍋らしいひたむきさやスピードを活かし、練習でやってきたことを出しきり優勝 

することができました。私たちは7月１５日から長野県菅平で行われる全国大会 

に出場します。この大会は１５名しか参加できませんが、学校に残る部員や県内 

のチームの想いを背負って、過去の先輩方の結果を越えられるように頑張りたい 

と思っています。応援よろしくお願いします！ 

 

探究科学科3年生が、唐瀬原中学校を訪問 

 

7 月 4日（月）同中学校卒業生でもある3年生2名が唐瀬原中学校を訪問しました。 

中学生に向けて探究の仕方やまとめ方、発表の仕方の学びにつながればと、伊藤心愛さんは「宮崎で平和教育を」 

 森菜々美さんは「発声とパフォーマンスの関係」をテーマに探究科学科生徒発表を行いました。緊張しながらも母校

に戻ってきた懐かしさから笑みもこぼれていました。後輩でもある中学生を前に自分たちの探究テーマについて堂々

とわかりやすく発表を行い、3年生の頼もしさを感じました。 

発表の様子       唐瀬原中生徒会長も経験 伊藤心愛さん  中学時代は陸上部 森菜々美さん 

 

             ★生活文化科ならきっと輝ける！この学びは宝物！              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラグビー部 

 

探究科学科 

                      

いよいよ、9月は鳴海ヶ丘祭。生活文化科 3年生は、デザイン画から製作に至るまで、着々と進んでいます。 

                   
 

 

 

 

 

 

 

 

生活文化科 

 鳴海ヶ丘祭（ファッションショー）に向けて頑張っています 

 

  

結果は１ヶ月後。ドキドキ 

今回は、この資格に挑みました！ 

3 年生 

○文書デザイン 1級 

○ワープロ検定１～2級 

○文章入力スピード認定試験 

２年生 

○プレゼンテーション作成１級 

グループ発表
の衣装合わせ。
製作したものを
どのようにコー
ディネイトする
かも考えます。 

華やかなドレス作り
は、縫うところもたくさ
んあります。一つ一つ
のパーツが合わさっ
て、素敵なドレスに仕
上がります。 




